
・ＳＮＳは誰に発信するかによってツールが違うことを知った。自分のターゲットは誰なのかを考え、今後投稿してい
　きたい。
・ぜひ他の職員にも受講して欲しいと思うような内容だった。学んだことを職場に持ち帰り情報を共有し、住民が喜ぶ
　コンテンツを発信できるチームを作りたい。
・投稿頻度ばかりに注目していたが、もっとターゲットを絞り、効果的な発信を心がけて行きたい。

令和６年度受講者の声

２日目 研修 研修 閉講

16:30

１日目
開講式

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 研修 休

憩

研修 宿泊ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

9:00 9:30 10:00 12:00 13:00 16:00

タタイイムムススケケジジュューールル

場 所：東北自治総合研修センター

受付時間：午前８時５０分～９時２０分

講師

鈴木
  すず き

　輝子
 てるこ

　　株式会社ＴＥＩ　講師

■経歴
　平成18年　㈱TEI講師
　大学経営学部卒業後、食品会社ヨーロッパ支社のマーケティング部門と人材開発部で活躍。帰国
後、コンサルティング会社で組織コンサルタント・研修講師として、多数企業の管理職や社員を対象
とした、階層別研修やセミナーを企画・実施している。

○  ＳＮＳの周知力（存在の認知度）の向上
研修PR

○  活用における注意点
地方自治体における情報発信の意義を学ぶとと

もに、ＳＮＳの活用について具体的な手法を学

び、人を惹きつける情報発信力を身に付けること

ができる研修です。自治体の魅力発信のほか、各

所属におけるアカウントの情報発信や新規アカウ

ントの立上げにも有効な内容です。

対象・日程等
対象者：市町村長等の推薦、希望職員

日 程：令和7年6月12日(木)～6月13日(金)

定員数：３６人

○  自治体における情報発信の意義と動向 その他
○  情報発信の基本

○  地方自治体におけるＳＮＳの活用事例紹介

○  ＳＮＳにおける表現の向上

 事前課題があります。

内容 準備物
 特にありません。情報発信力向上 【鈴木 輝子】

自治体の戦略的な情報受発信の考え方、ＳＮＳの活用におけるメリット・デメリット、表現方法及

び周知について学び、ＳＮＳを活用した情報発信能力の向上を図ります。

令和７年度　専門研修　ステップアップ研修

～　人を惹きつける情報発信のために　～

目的

ＳＮＳを活用した情報発信力向上研修

・ＳＮＳは誰に発信するかによってツールが違うことを知った。自分のターゲットは誰なのかを考え、今後投稿してい
　きたい。
・ぜひ他の職員にも受講して欲しいと思うような内容だった。学んだことを職場に持ち帰り情報を共有し、住民が喜ぶ
　コンテンツを発信できるチームを作りたい。
・投稿頻度ばかりに注目していたが、もっとターゲットを絞り、効果的な発信を心がけて行きたい。

令和６年度受講者の声

２日目 研修 研修 閉講

16:30

１日目
開講式

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 研修 休

憩

研修 宿泊ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

9:00 9:30 10:00 12:00 13:00 16:00

タイムスケジュール

場 所：東北自治総合研修センター

受付時間：午前８時５０分～９時２０分

講師

鈴木
  すず き

　輝子
 てるこ

　　株式会社ＴＥＩ　講師

■経歴
　平成18年　㈱TEI講師
　大学経営学部卒業後、食品会社ヨーロッパ支社のマーケティング部門と人材開発部で活躍。帰国
後、コンサルティング会社で組織コンサルタント・研修講師として、多数企業の管理職や社員を対象
とした、階層別研修やセミナーを企画・実施している。

○  ＳＮＳの周知力（存在の認知度）の向上
研修PR

○  活用における注意点
地方自治体における情報発信の意義を学ぶとと

もに、ＳＮＳの活用について具体的な手法を学

び、人を惹きつける情報発信力を身に付けること

ができる研修です。自治体の魅力発信のほか、各

所属におけるアカウントの情報発信や新規アカウ

ントの立上げにも有効な内容です。

対象・日程等
対象者：市町村長等の推薦、希望職員

日 程：令和7年6月12日(木)～6月13日(金)

定員数：３６人

○  自治体における情報発信の意義と動向 その他
○  情報発信の基本

○  地方自治体におけるＳＮＳの活用事例紹介

○  ＳＮＳにおける表現の向上

 事前課題があります。

内容 準備物
 特にありません。情報発信力向上 【鈴木 輝子】

自治体の戦略的な情報受発信の考え方、ＳＮＳの活用におけるメリット・デメリット、表現方法及

び周知について学び、ＳＮＳを活用した情報発信能力の向上を図ります。

令和７年度　専門研修　ステップアップ研修

～　人を惹きつける情報発信のために　～

目的

ＳＮＳを活用した情報発信力向上研修

・ＳＮＳは誰に発信するかによってツールが違うことを知った。自分のターゲットは誰なのかを考え、今後投稿してい
　きたい。
・ぜひ他の職員にも受講して欲しいと思うような内容だった。学んだことを職場に持ち帰り情報を共有し、住民が喜ぶ
　コンテンツを発信できるチームを作りたい。
・投稿頻度ばかりに注目していたが、もっとターゲットを絞り、効果的な発信を心がけて行きたい。

令和６年度受講者の声

２日目 研修 研修 閉講

16:30

１日目
開講式

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 研修 休

憩

研修 宿泊ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

9:00 9:30 10:00 12:00 13:00 16:00

タタイイムムススケケジジュューールル

場 所：東北自治総合研修センター

受付時間：午前８時５０分～９時２０分

講師

鈴木
  すず き

　輝子
 てるこ

　　株式会社ＴＥＩ　講師

■経歴
　平成18年　㈱TEI講師
　大学経営学部卒業後、食品会社ヨーロッパ支社のマーケティング部門と人材開発部で活躍。帰国
後、コンサルティング会社で組織コンサルタント・研修講師として、多数企業の管理職や社員を対象
とした、階層別研修やセミナーを企画・実施している。

○  ＳＮＳの周知力（存在の認知度）の向上
研修PR

○  活用における注意点
地方自治体における情報発信の意義を学ぶとと

もに、ＳＮＳの活用について具体的な手法を学

び、人を惹きつける情報発信力を身に付けること

ができる研修です。自治体の魅力発信のほか、各

所属におけるアカウントの情報発信や新規アカウ

ントの立上げにも有効な内容です。

対象・日程等
対象者：市町村長等の推薦、希望職員

日 程：令和7年6月12日(木)～6月13日(金)

定員数：３６人

○  自治体における情報発信の意義と動向 その他
○  情報発信の基本

○  地方自治体におけるＳＮＳの活用事例紹介

○  ＳＮＳにおける表現の向上

 事前課題があります。

内容 準備物
 特にありません。情報発信力向上 【鈴木 輝子】

自治体の戦略的な情報受発信の考え方、ＳＮＳの活用におけるメリット・デメリット、表現方法及

び周知について学び、ＳＮＳを活用した情報発信能力の向上を図ります。

令和７年度　専門研修　ステップアップ研修

～　人を惹きつける情報発信のために　～

目的

ＳＮＳを活用した情報発信力向上研修
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Ⅱ

・ Ｓ Ｎ Ｓ は誰に発信する かによ っ てツ ールが違う こ と を 知っ た。 自分のタ ーゲッ ト は誰なのかを 考え、 今後投稿し てい
　 き たい。
・ ぜひ他の職員にも 受講し て欲し いと 思う よ う な内容だっ た。 学んだこ と を 職場に持ち帰り 情報を 共有し 、 住民が喜ぶ
　 コ ン テン ツ を 発信でき る チーム を 作り たい。
・ 投稿頻度ばかり に注目し ていたが、 も っ と タ ーゲッ ト を 絞り 、 効果的な発信を 心がけていき たい。

講師メ ッ セージ
　 年々SNSによ る 情報の受発信が増加し ていま す。 SNSは拡散性が高く 新規ユーザーを 含め、 よ り 幅

広い層に情報を 届ける こ と が可能です。 自治体における 戦略的な情報の受発信と SNS運用の現状や成

功事例、 運用のメ リ ッ ト やポイ ン ト 等についてご紹介し ま す。


